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　三陸復興国立公園は、1955（昭和30）年に陸中海

岸国立公園として指定されたのち、2011（平成23）

年に発生した東日本大震災からの復興及び被災の伝

承を目的として、2013（平成25）年に青森県種差海

岸階上岳県立公園及び八戸市鮫町蕪島の２地区を編

入し、現名称に改められ創設された。

　国立公園等の自然公園に関しては、2002（平成14）

年及び2010（平成22）年の自然公園法改正によって、

自然公園における生物多様性の確保が、国及び地方

公共団体の責務として法的に明確に位置付けられる

とともに、法の目的に「生物の多様性の確保に寄与

すること」が追加された。また、2005（平成17）年

に外来生物法が施行され、従来法面緑化に使われて

きた外来緑化植物の一部が、適切な管理が必要な産

業上重要な外来種（産業管理外来種）にリストアッ

プされている。

　このような背景を踏まえ、国土技術政策総合研究

所は2013（平成25）年に「地域生態系の保全に配慮

したのり面緑化工の手引き」（以下、「手引き」とす

る）をとりまとめた。また、環境省は、2015（平成

27）年に生態系のレベル・種のレベル・遺伝子のレ

ベルでの生物多様性に配慮することを新たに取り入

れた、「自然公園における法面緑化指針」を策定。い

ずれも、自然公園内の法面緑化を検討する際の基準

となっているが、具体的な緑化工として、「表土利用

工」、「自然侵入促進工」、「地域性種苗利用工」の３

工法が挙げられている。各工法の概要は次の通り。

「表土利用工」：森林表土に含まれる埋土種子を活

用した工法。早期緑化に適する。表土をあらかじ

め採取し、利用するまで保管する場所を必要とす

る。

「自然侵入促進工」：風や鳥散布等による飛来種子

を捕捉し緑化する工法。飛来種子が期待できる植

物群落が隣接している場合に適する。緑化に多少

の時間がかかる。

「地域性種苗利用工」：採取した種子や、その種子

から育苗した苗木を用いて緑化する工法。採取し

た種子の保管や、苗木の育成期間と施工時期の調

整が必要。早期緑化に適する。

　手引きでは、全国の施工事例を紹介しているが、

表土利用工と自然侵入促進工が多く、地域性種苗利

用工が少ない。これは、実際に誰が種子を採取し、

保管するのか、といった問題や、採取から利用まで

計画的に進めることが難しいことが課題として考え

られる。岩手県においても、自然侵入促進工の施工

例が比較的多い印象ではあるが、注意しなければな

らない点は、自然侵入促進工は緑化に時間がかかる

ため、長期間侵食に耐えうる工種を選定すること（特

にマサ土は要注意）、可能な限り自然侵入が容易とさ

れる勾配（１：1.4より緩勾配）に計画すること、

であるが、現実は外来草本を用いる早期緑化と同じ

標準のり面勾配で計画されることも多い。海岸沿い

であれば、さらに強風等の条件も加わる。厳しい条

件を踏まえて、生態系保全に配慮しつつ、いかに経

済的な工法を選定できるかが現場に携わる技術者の

課題であり、この課題解決に少しでも貢献していき

たい。

沖《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《

〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
改良を計画する荒巻・南荒巻線

　県は14日、21年度一般会計補正

予算案（第３号）を公表した。51

億1800万円を追加計上し、補正後

の現計予算は8239億9300万円とな

った。新型コロナウイルス感染症

対策分の補正額が大半を占めてお

り、その中で建設関係では、感染

症拡大防止に向けたトイレの洋式

化などが計上されている。

　６月補正予算では、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大防止を

図りつつ、社会生活・経済活動を

支えるため、県による大規模集団

接種や個別接種の促進などワクチ

ン接種の加速化、認証取得の飲食

店へのインセンティブ付与、公共

交通機関の維持に向けた支援な

ど、早急に対応が必要となる予算

を計上した。

　ポストコロナ時代を見据えたデ

ジタル変革の加速に向けては、自

治体ＤＸの推進、ローカル５Ｇの

活用やＭａａＳ導入に向けたモデ

ル事業の実施、県産品の市場拡大

に向けたＥＣ活用促進などに必要

となる予算を計上した。

　建設関係では、県営運動公園や

県民会館などのトイレ洋式化、県

営武道館の空調設備設置などが盛

り込まれている。

　県の一般会計補正予算案（第３

号）に盛り込まれた主な建設関連

事業は次の通り。寄は新規事業、

金額の単位は千円。

復興防災部　　　　　　　　　　

　▽消防学校運営費 　1,912

　新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止のため、消防学校のト

イレの洋式化に要する経費につい

て、所要額を補正する

ふるさと振興部　　　　　　　　

　▽５Ｇ等による地域課題解決モ

デル構築推進費 　40,000

　ローカル５Ｇ等を活用した本県

独自の地域課題解決モデルの構築

のため、５Ｇ基地局の設置等に要

する経費を補正する

　▽寄市町村行政デジタル化支援

事業費 　4,221

　自治体のデジタルトランスフォ

ーメーション（ＤＸ）推進を図る

ため、市町村における情報システ

ム等の現状調査と、コンサルティ

ングを実施する

　▽私立学校運営費補助 　26,380

　新型コロナウイルス感染拡大防

止のため、私立高等学校等の普通

教室等へのエアコン整備に要する

経費の一部を補助する（補助先：

私立高等学校等の設置者、補助率

：定額）

文化スポーツ部　　　　　　　　

　▽県民会館・公会堂感染症予防

対策事業費 　11,343

　新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止のため、県民会館のト

イレの洋式化に要する経費につい

て、所要額を補正する

　▽寄スポーツ施設感染症予防対

策事業費 　86,197

　新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止のため、県営武道館の

空調設備の設置および県営運動公

園等のトイレの洋式化に要する経

費について、所要額を補正する

商工労働観光部　　　　　　　　

　▽中小企業等復旧・復興支援事

業費 　93,306

　21年２月の福島県沖地震により

被害を受けた中小企業等で構成す

るグループが行う施設復旧等に要

する経費に対し補正する（補助先

：中小企業等、補助率４分の３）

農林水産業費　　　　　　　　　

　▽寄農業大学校教育環境整備事

業費 　15,515

　農業大学校において保健室機能

の充実など新型コロナウイルス感

染症に対応した教育環境の整備に

要する経費について措置する

教育委員会　　　　　　　　　　

　▽青少年の家管理運営費

　6,094

　新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止のため、各青少年の家

の洗面所等の水道蛇口をレバー式

に交換する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県道路橋長寿命化修繕計画の個

別修繕計画に掲載された健全度の

判定区分Ⅲの橋梁は次の通り。道

路橋名に続き①路線名②市町村③

橋長④全幅員⑤橋種⑥建設年⑦法

定点検年度⑧道路橋の健全性⑨次

回法定点検年度⑩重要度グループ

⑪修繕等の内容⑫修繕等の時期―

の順。

　▽新田郷跨線橋①国・107号②

西和賀町③26.7ｍ④10.7ｍ⑤鋼橋

⑥1974年⑦2016年度⑧Ⅲ⑨2021年

度⑩Ｅ⑪上部工補修、床版補修、

支承補修、下部工補修、地覆補修、

舗装打換え⑫2019～2023年度

　▽平和橋①国・107号②北上市

③155.0ｍ④6.0ｍ⑤鋼橋⑥1967年

⑦2016年度⑧Ⅲ⑨2021年度⑩Ｆ⑪

上部工補修、支承補修、下部工補

修、伸縮装置補修、地覆・高欄補

修、舗装打換え、排水管補修、検

査路取替⑫2019～2023年度

　▽中ノ橋①国・106号②盛岡市

③51.7ｍ④14.8ｍ⑤鋼橋⑥1956年

⑦2016年度⑧Ⅲ⑨2021年度⑩Ｇ⑪

上部工補修、床版補修、支承補修、

下部工補修、伸縮装置補修、地覆

補修、舗装打換え⑫2020～2021年

度

　▽下桂沢橋①国・106号②盛岡

市③75.0ｍ④8.8ｍ⑤鋼橋⑥1973年

⑦2016年度⑧Ⅲ⑨2021年度⑩Ｇ⑪

修繕工事済

　▽飛鳥橋①国・106号②盛岡市

③94.8ｍ④9.8ｍ⑤鋼橋⑥1973年⑦

2016年度⑧Ⅲ⑨2021年度⑩Ｇ⑪修

繕工事済

　▽猫沢橋①国・106号②盛岡市

③23.5ｍ④7.9ｍ⑤鋼橋⑥1973年⑦

2016年度⑧Ⅲ⑨2021年度⑩Ｇ⑪修

繕工事済

　▽千刈田橋①国・396号②紫波

町③3.1ｍ④12.9ｍ⑤溝橋⑥1983年

⑦2016年度⑧Ⅲ⑨2021年度⑩Ｇ⑪

頂版補修⑫2020～2021年度

（つづく）

　金ケ崎町の21年度の道路改良

は、野田・前野線、一の台10号線、

荒巻・南荒巻線の３路線を計画し

ている。20年度末に新設部分の供

用を迎えた野田・前野線は引き続

き残部分を施工。一の台10号線で

は改良を継続する。荒巻・南荒巻

線については、単年で施工を進め

完了を見通す。町の今年度の当初

予算には、道路新設改良事業には

１億7676万円を盛り込んでいる。

　〈野田・前野線〉

　西根大谷にある金ケ崎小学校の

南側となる県道胆沢金ケ崎線か

ら、西根前野の県予防医学協会県

南センター付近までの区間の改良

を計画。全体計画は延長612㍍、全

幅12.0㍍で、片側に歩道を設置し

た路線として整備を進めている。

　胆沢金ケ崎線から北側の一部区

間が改良済みで、同校へ通う児童

らの安全の確保、整備済み区間か

ら北側の改良も実施することで、

岩手中部（金ケ崎）工業団地など

へのアクセス性が大幅に向上する

ことをにらみ整備を計画した。

　改良は、新設区間と現道拡幅に

よる区間とが混在する。新設区間

と現道拡幅区間は、だいたい半々

程度となり、県道胆沢金ケ崎線側

（北側）が新設区間となる。

　16年度から測量に入り、施工は

実質18年度から開始している。改

良区間の北側から施工を進め、新

設部分となる県道からの約350㍍

区間が、20年度末に供用となった。

　今年度は、現道拡幅部の施工を

計画する。施工延長として110㍍

を予定している。路線は、22年度

の事業完了を目指す。

　〈一の台10号線〉

　この路線は住宅地の中を走り、

地元住民らの生活道路として利用

されている。社会福祉法人共伸会

で運営する就労継続支援（Ｂ型）

事業所共伸園の近隣に位置する路

線となっている。

　現道の幅員が狭い個所で３㍍未

満、広い個所でも５㍍に満たない

程度と狭く、地元要望も出ている

ことから改良を

進める。延長と

して160㍍程度

を見込む。

　改良は現道拡

幅により実施さ

れる見通しで、

車両の対面通行

が可能となる全

幅６㍍にまで幅

員を広げたいと

している。今年

度は40㍍程度の

改良工事を予定

している。

　〈荒巻・南荒巻線〉

　改良は、国道４号の勘九郎東交

差点とＪＲ東北本線の清水端踏切

の間の150㍍程度の区間で進めら

れる。現在の路線は、２車線は確

保しているものの歩道が設けられ

ていない状況となっている。

　150㍍区間を拡幅を実施し、拡

幅後の幅員は7.0（9.5）㍍となる

予定。北側に幅員2.5㍍の歩道を

設置する。

　20年度から事業着手しており、

荒巻・南荒巻線や国道４号、ＪＲ

東北本線、県道広瀬三ケ尻線に囲

まれた個所について、用地開発が

構想されていることから改良を計

画した。開発を構想するのは、か

つて土日ジャンボ市金ケ崎店が立

地していた場所。

　金ケ崎地区の国道４号では、４

車線化に向けた事業が進んでい

る。４車線化に伴い荒巻・南荒巻

線では、交差点改良も将来的に検

討されている。


